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 研究要旨：近年抗 TNFα抗体製剤の登場に伴い、クローン病に対する内科治療の選択肢が広がった。

しかしながら、それに伴いクローン病の腸管再手術率が低下したかどうかは不明である。クローン病

再手術率の時代的変遷に関しては 2008 年までの臨床情報を用いて報告を行ってきたが、その当時は

2002 年以降の手術症例の経過観察期間が短いという問題があった。そこで、本研究では主要な専門施

設においてレトロスペクティブに腸管手術症例の検討を再度行い、より長期のデータを再解析し、ク

ローン病再手術率の時代的変遷を明らかにすることを目的とした。 
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A. 研究目的 

 クローン病は消化管のどの部位にも病変が

起きうるため、一度腸管手術を行っても再手

術が必要になることが多く、繰り返しの腸管

切除による短腸症候群が問題となる。 

 近年抗 TNFα抗体製剤の登場に伴い、クロ

ーン病に対する内科治療の選択肢が広がった

しかしながら、それに伴い腸管の再手術率が

低下したかどうかは不明である。 

 クローン病の再手術率に関してはこれまで

2008年までの臨床情報を用いて検討を行い報

告してきたが、その当時は 2002 年以降の手術

症例の経過観察期間が短いという問題があっ

た。 

その後、十分な観察期間が得られたことから、

本研究では主要な専門施設においてレトロス

ペクティブに腸管手術症例の検討を再度行い、

より長期のデータを再解析することとした。 

 

B. 研究方法 

(1) 方法 

クローン病に対して腸管手術を行った症例に

関して、多施設に調査票を送付し連結可能匿

名化したデータを収集し、その臨床病理学的

な特徴に関してレトロスペクティブに調査を



行う。  

(2) 調査項目 

性、生年月日、発症日、診断日、 

病型（小腸・小腸大腸・大腸） 

  （穿孔・非穿孔） 

手術日（複数回全て記入） 

免疫調整剤の使用の有無 

Infliximab 使用の有無 

生死、死亡日、判定日 

累積手術率の検討は Kaplan Meier 法および

log-rank test により行う。 

(3)倫理面への配慮 

多施設共同研究に関しては、主任研究施設で

ある東京大学においてまず倫理承認を行っ

た上で、各施設で倫理申請を行う。 

また、個人情報に関しては各施設で連結可能

匿名化を行った上で、個人情報を削除したデ

ータを東京大学にて統計処理する。 

 

C. 研究結果 

主任研究施設にて現在倫理申請中である。主

任研究施設にて倫理申請が承認され次第、他

施設での倫理申請を行う予定である。  

 

D. 考察 

本件研究は必ずしも一施設では十分な症例数

とはいえないクローン病手術症例を本邦の主

要な専門施設からの症例をレトロスペクティ

ブに蓄積することでその時代的変遷を明らか

にしようとするものである。 

 

E. 結論 

多施設におけるクローン病に対する腸管手術

症例をレトロスペクティブに解析することで

クローン病再手術率の時代的変遷が明らかと

なることが期待される。 
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